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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  
各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

【
書
評
】大

澤 
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戦
国
・
織
豊
期
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坂
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（
思
文
閣
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２
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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  

各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  

各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）

書　評
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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  

各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  

各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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本
書
は
、
大
阪
市
立
博
物
館
、
大
阪
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
多
彩
な
展
示
活
動

と
研
究
活
動
を
展
開
し
、
こ
の
程
、
栄
原
永
遠
男
館
長
に
替
わ
り
、
重
責
を
引
き

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
著
者
が
二
十
年
を
越
え
る
研
究
成
果
を
集
成
し
、
新
稿
を
加

え
世
に
問
う
論
文
集
で
あ
る
。
ま
ず
、
本
題
に
入
る
前
に
本
書
の
構
成
を
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
　

序
章

　
　

第
一
部　

中
世
大
坂
の
歴
史
環
境
と
都
市

　
　
　

第
一
章　

中
世
大
坂
の
道

　
　
　

第
二
章　

『
日
本
一
鑑
』
所
収
「
滄
海
津
鏡
」
の
基
礎
的
検
討
―
十
六
世

　
　
　
　
　
　
　

紀
大
阪
湾
周
辺
の
地
形
と
港
湾
都
市

　
　
　

第
三
章　

渡
辺
の
都
市
構
造

　
　
　

第
四
章　

中
世
上
町
台
地
の
宗
教
的
様
相
―
四
天
王
寺
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

摂
津
国
平
野
の
成
立
と
変
容

　
　

第
二
部　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

真
宗
寺
内
町
の
構
造
と
展
開
―
山
科
寺
内
町
を
軸
に

　
　
　

第
二
章　

蓮
如
の
大
坂
進
出
の
前
提
―
浄
照
坊
の
動
向
を
中
心
に

　
　
　

第
三
章　

大
坂
寺
内
の
空
間
構
造
―
古
地
形
と
町
の
観
点
か
ら

　
　
　

第
四
章　

摂
河
泉
に
お
け
る
戦
国
期
本
願
寺
の
地
域
編
成

　
　
　

第
五
章　

中
近
世
移
行
期
に
お
け
る
在
地
寺
内
町
の
動
向

　
　
　
　
　
　
　

―
摂
河
泉
を
中
心
に

　
　

第
三
部　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
成
立
と
展
開

　
　
　

第
一
章　

豊
臣
大
坂
城
下
町
の
建
設
―
初
期
を
中
心
に

　
　
　

第
二
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
の
空
間
構
造

　
　
　

第
三
章　

文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
前
期
大
坂
城
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地

　
　
　

第
四
章　

豊
臣
期
大
坂
城
下
町
の
寺
町
考
―
城
南
寺
町
を
中
心
に

　
　
　

第
五
章　

大
坂
の
陣
後
の
町
の
復
興
と
玉
造
地
区
の
武
家
地
転
換

　
　
　
　
　
　
　

―
高
津
屋
史
料
の
紹
介
を
か
ね
て

　
　
　

補
論
１　

「
丁
目
」
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
大
坂
城
下
町
の
空
間
構
造

　
　
　

補
論
２　

「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
―
豊
臣
大
坂
城
評
価
の
観
点
か
ら

　
　

結
論
と
展
望

　
　
一  

各
論
文
に
つ
い
て

　

本
書
は
序
章
に
お
い
て
、「
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
大
坂
が

都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
構
造
と
特
質
を
有
し
、
ど
の
よ
う
に
変
遷
を
遂
げ
て
い

っ
た
か
を
実
証
的
に
提
示
」
す
る
こ
と
と
、「
わ
が
国
の
都
市
史
の
な
か
に
お
け
る

大
坂
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
」
の
二
点
を
課
題
と
し
た
。
研
究
対
象
の
「
大
坂

の
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
大
坂
の
中
世
都
市
、
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
城
下
町
と

す
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
空
間
構
造
論
を
主
題
と
し
た
都
市
史
や
大
坂
の
都
市
研

究
と
個
別
都
市
の
研
究
を
挙
げ
、
本
書
の
構
成
と
ね
ら
い
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

第
一
部
は
、
上
町
台
地
と
そ
れ
に
通
じ
る
道
や
港
津
都
市
を
検
討
し
、
渡
辺
・

四
天
王
寺
・
平
野
な
ど
の
中
世
都
市
を
分
析
す
る
。

　

第
一
章
は
、
大
坂
を
め
ぐ
る
歴
史
的
環
境
を
復
元
す
る
た
め
の
作
業
と
し
て
大

坂
の
道
を
検
討
し
た
も
の
。
上
町
台
地
南
北
道
で
最
も
活
用
さ
れ
た
の
が
台
地
西

縁
辺
部
の
「
浜
道
」
で
、
渡
辺
津
・
四
天
王
寺
西
海
・
住
吉
社
を
結
ぶ
と
す
る
。

「
浜
道
」
は
第
三
部
の
大
坂
城
下
町
の
建
設
に
も
関
わ
る
本
書
の
重
要
な
位
置
を

占
め
る
。
さ
ら
に
、
「
河
内
御
陣
図
」
の
分
析
か
ら
浜
道
の
西
に
道
が
あ
り
、
こ

れ
を
紀
州
街
道
に
比
定
す
る
。
こ
の
ほ
か
上
町
台
地
東
縁
辺
部
の
道
や
東
西
の
道

と
し
て
上
町
台
地
と
暗
峠
を
結
ぶ
道
を
指
摘
し
た
。

　

第
二
章
は
、
中
国
の
明
時
代
後
期
の
鄭
舜
功
が
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
倭
寇

取
り
締
ま
り
を
要
請
す
る
目
的
で
来
日
し
た
際
の
見
聞
を
も
と
に
撰
述
し
た
『
日

本
一
鑑
』
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
。
こ
れ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
滄
海
津
鑑
」

と
称
す
る
台
湾
近
海
か
ら
九
州
・
瀬
戸
内
・
京
都
に
及
ぶ
広
域
地
図
を
大
阪
地
域

史
（
摂
河
泉
）
研
究
に
活
用
す
べ
く
同
書
の
構
成
や
記
述
を
検
討
し
、
河
川
・
港
津

都
市
・
集
落
や
橋
・
海
賊
な
ど
多
様
な
内
容
を
分
析
す
る
。

　

第
三
章
は
、
近
年
盛
ん
と
な
っ
て
い
る
渡
辺
及
び
渡
辺
党
の
研
究
を
受
け
て
、

渡
辺
の
都
市
構
造
を
検
討
し
た
。
発
掘
調
査
と
文
献
と
を
駆
使
し
て
渡
辺
の
空
間

構
造
を
提
案
す
る
。

　

第
四
章
は
、
上
町
台
地
の
地
形
条
件
に
密
接
に
結
び
つ
い
た
宗
教
的
聖
地
で
あ
る

四
天
王
寺
に
注
目
す
る
。
浄
土
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
太
子
信
仰
な
ど
や
、
重
源
が
設

立
し
た
渡
辺
別
所
、
熊
野
参
詣
、
親
鸞
の
太
子
信
仰
な
ど
信
仰
と
周
辺
寺
院
と
の

有
機
的
関
係
性
、
摂
河
泉
地
域
と
の
宗
教
的
結
び
つ
き
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

第
五
章
は
、
都
市
平
野
の
成
立
と
変
遷
を
発
掘
調
査
と
文
献
か
ら
論
じ
た
も
の

で
、
村
の
成
立
を
十
五
世
紀
後
半
に
求
め
、
十
六
世
紀
後
半
を
都
市
と
評
価
す

る
。
都
市
空
間
と
周
辺
の
条
里
地
割
の
方
位
の
ズ
レ
か
ら
、
ど
の
段
階
で
何
を
契

機
と
し
て
現
在
の
都
市
空
間
が
成
立
し
た
か
を
問
題
と
し
、
一
部
は
十
六
世
紀
後

半
頃
、
一
元
化
す
る
の
は
大
坂
の
陣
以
降
、
元
禄
七
年
の
絵
図
段
階
の
間
と
す

る
。
平
野
の
都
市
形
成
は
平
野
周
辺
に
近
接
す
る
複
数
の
村
が
平
野
に
結
合
し
た

こ
と
で
成
立
し
た
と
す
る
。
ま
た
、
年
寄
家
は
、
三
好
氏
時
代
で
は
徳
成
家
（
永
禄

期
以
降
見
え
ず
）
、
成
安
家
が
中
心
で
あ
っ
た
が
近
世
で
は
七
名
家
へ
と
交
代
す
る

な
ど
、
村
の
年
寄
は
時
代
と
と
も
に
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
た
。

　

第
二
部
は
、
本
書
で
は
最
も
古
い
テ
ー
マ
で
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
を
分
析
す

る
た
め
の
研
究
で
あ
る
。

　

第
一
章
は
、
本
山
系
寺
内
町
の
画
期
を
山
科
寺
内
町
と
し
て
、
こ
れ
に
吉
崎
と

大
坂
を
比
較
す
る
。
本
願
寺
は
、
銭
貨
を
集
積
し
て
経
済
の
根
源
と
し
、
こ
の
た

め
、
寺
内
町
の
経
済
特
権
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
導
き
出
す
。
経
済
特
権
は
山
科

時
代
か
ら
見
ら
れ
、
多
業
種
に
わ
た
る
商
人
・
職
人
が
現
れ
る
大
坂
寺
内
は
商

業
・
流
通
の
拠
点
と
な
り
、
大
阪
平
野
地
域
の
都
市
の
な
か
で
も
重
要
な
位
置
を

占
め
た
と
し
て
大
坂
が
中
世
の
到
達
点
と
し
た
。
ま
た
、
吉
崎
・
山
科
・
大
坂
の

空
間
構
造
の
復
元
や
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
内
に
つ
い
て
評
価
し
た
。

　

第
二
章
は
、
蓮
如
に
よ
る
大
坂
進
出
の
前
提
と
し
て
蓮
如
の
有
力
門
弟
が
大
坂

に
進
出
し
て
い
た
事
例
を
河
内
国
久
宝
寺
慈
願
寺
法
円
・
法
光
父
子
の
活
動
を
中

心
に
検
討
し
た
も
の
。
ま
た
、
河
内
国
出
口
に
あ
っ
た
本
遇
寺
も
西
成
郡
中
嶋
内

福
島
に
本
遇
寺
門
徒
が
進
出
し
て
お
り
、
蓮
如
の
大
坂
進
出
の
「
地
な
ら
し
」
と

な
っ
た
と
し
た
。

　

第
三
章
は
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
関
す
る
研
究
を
整
理
し
な
が
ら
、
近

年
刊
行
さ
れ
た
『
大
坂
上
町
台
地
の
総
合
的
研
究
』
に
よ
る
古
地
形
・
古
環
境
の

復
元
の
成
果
を
重
視
し
、
大
坂
寺
内
町
の
空
間
構
造
に
つ
い
て
詳
細
な
復
元
案
を

提
示
し
た
。
規
模
は
『
貝
塚
御
座
所
日
記
』
か
ら
「
七
町
ト
五
町
」
と
し
、
山
科

寺
内
町
の
「
内
寺
内
」
の
規
模
に
匹
敵
す
る
と
し
た
。
大
坂
寺
内
は
六
町
か
ら
構

成
さ
れ
、
ほ
か
に
四
町
の
枝
町
が
あ
る
。
親
町
六
町
も
段
階
的
に
成
立
し
た
と
考

え
ら
れ
、
古
町
を
北
町
・
西
町
・
南
町
と
し
た
。
ま
た
、
各
町
の
位
置
を
文
献
で

確
認
し
な
が
ら
地
形
復
元
で
示
さ
れ
た
デ
ー
タ
ー
と
対
応
さ
せ
て
検
討
し
て
い

る
。
続
い
て
大
坂
寺
内
の
「
町
」
に
つ
い
て
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
「
町
」
は
大
坂
寺
内
の
役
負
担
の
単
位
で
あ
り
、
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う

直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集
団
に
対
し
て
、
従
来
町
役
を
負
担
し
な
か
っ
た

が
、
町
役
賦
課
に
成
功
さ
せ
る
な
ど
「
町
」
側
の
論
理
が
優
先
す
る
事
態
と
な
っ

た
こ
と
。
あ
る
い
は
本
願
寺
の
宗
教
儀
礼
に
経
費
を
負
担
す
る
講
が
「
町
」
単
位

と
す
る
講
集
団
に
変
化
す
る
な
ど
、
「
町
」
と
い
う
集
団
が
都
市
を
支
え
る
構
造

に
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

第
四
章
は
、
地
域
の
な
か
の
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団

の
論
理
の
狭
間
に
あ
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
両
者
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
を
す
る

べ
き
と
し
て
、
こ
こ
で
は
教
団
の
論
理
に
つ
い
て
本
末
的
結
集
、
直
参
的
結
集
、

与
力
的
結
集
に
よ
る
分
析
を
試
み
る
。

　

第
五
章
は
、
中
近
世
移
行
期
の
政
治
的
動
向
と
寺
内
町
の
展
開
を
検
討
す
る
。

織
田
信
長
と
寺
内
町
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
武
力
弾
圧
と
特
権
安
堵
が
使
い
分
け

ら
れ
て
お
り
、
一
律
な
対
応
で
は
な
く
場
合
に
応
じ
た
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
と

し
た
。
ま
た
織
田
政
権
が
、
禁
制
・
掟
類
の
宛
所
を
「
寺
内
」「
道
場
」
か
ら
「
寺

内
中
」「
惣
中
」
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
仁
木
宏
は
共
同
体
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
都
市
へ
と
変
化
し
た
と
評
価
し
た
が
、
著
者
は
武
家
権
力
が
居
住
民
と

直
結
し
て
い
く
こ
と
に
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。
豊
臣
政
権
期
で
は
、
寺
内
町
の

経
済
機
能
お
よ
び
経
済
力
を
掌
握
、
吸
収
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
え
る
と

し
た
。
徳
川
期
に
つ
い
て
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
禁
制
を
得
る
の
は
、
中
世
以

来
の
在
地
寺
内
町
で
あ
り
、
家
康
は
在
地
の
町
場
を
積
極
的
に
掌
握
し
よ
う
と
し

た
。
ま
た
、
慶
長
期
に
は
新
設
寺
内
町
が
多
く
登
場
し
て
お
り
、
領
主
権
が
認
め

ら
れ
た
事
例
が
少
な
く
な
い
と
し
た
。
最
後
に
中
世
段
階
の
寺
院
は
、
百
姓
に
は

領
主
的
性
格
を
持
ち
、
家
来
に
は
主
人
的
地
位
を
持
ち
合
わ
せ
た
が
、
近
世
に
な

る
と
、
領
主
的
な
性
格
や
主
人
的
性
格
も
限
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
し
た
。

　

第
三
部
は
、
豊
臣
政
権
成
立
期
の
大
坂
城
、
城
下
町
、
武
家
地
、
寺
町
や
大
坂

の
陣
後
の
町
の
復
興
と
武
家
地
転
用
に
つ
い
て
考
察
し
、
補
論
と
し
て
「
丁
目
」

表
記
に
あ
る
考
古
資
料
の
分
析
や
「
石
山
」
呼
称
の
再
検
討
を
行
う
。

　

第
一
章
は
、
羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
が
建
設
し
た
大
坂
城
下
町
の
構
想
段
階
と
実
現

し
た
も
の
を
区
別
し
て
検
討
す
べ
き
と
し
て
、
構
想
と
実
現
に
つ
い
て
整
理
す

る
。
城
下
町
、
寺
町
、
町
人
地
の
構
造
を
具
体
的
に
説
明
し
た
。

　

第
二
章
で
は
、
四
期
に
わ
た
る
工
事
に
よ
っ
て
完
成
し
た
大
坂
城
は
、
本
丸
（
内

堀
内
）
、
二
ノ
丸
（
外
堀
内
）
、
三
之
丸
、
惣
構
の
構
造
を
ど
う
捉
え
る
か
で
論
争
が

あ
り
、
著
者
は
天
正
十
一
年
〜
十
三
年
に
本
丸
普
請
、
天
正
十
四
年
〜
十
六
年
頃

に
二
ノ
丸
普
請
、
文
禄
三
年
〜
五
年
頃
に
惣
構
堀
普
請
に
よ
る
三
之
丸
の
出
現
、

慶
長
三
年
以
降
、
三
之
丸
の
な
か
に
馬
出
曲
輪
と
大
名
屋
敷
エ
リ
ア
が
設
定
さ
れ

る
と
理
解
す
る
。

　

第
三
章
は
、
秀
吉
政
権
が
全
国
政
権
へ
と
段
階
的
に
成
長
し
て
い
く
な
か
で
大

坂
の
武
家
屋
敷
・
武
家
地
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
奉
行
衆
、

大
名
衆
、
一
門
大
名
な
ど
の
階
層
に
よ
る
分
布
も
問
題
と
す
る
。

　

第
四
章
は
、
我
が
国
で
は
じ
め
て
設
定
さ
れ
た
大
坂
城
下
町
の
寺
町
に
つ
い
て

分
析
す
る
。
寺
町
は
天
満
寺
町
と
城
南
寺
町
の
ふ
た
つ
が
あ
り
、
ふ
た
つ
の
寺
町

は
配
置
に
性
格
が
違
う
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

第
五
章
は
、
大
坂
の
陣
後
の
復
興
を
担
い
上
町
の
町
割
り
を
行
い
、
堀
跡
の
開

発
事
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
津
屋
吉
右
衛
門
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

　

補
論
１
は
、
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
上
町
お
よ
び
船
場
の
「
丁
目
」
史
料
を
検

討
し
、
京
都
の
町
名
と
違
う
「
創
出
型
」
町
名
で
あ
る
「
丁
目
」
が
、
大
坂
で
誕

生
し
、
新
し
い
町
づ
く
り
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

　

補
論
2
は
、
吉
井
克
信
に
よ
っ
て
「
石
山
本
願
寺
」
と
い
う
呼
称
は
、
中
世
で

は
用
い
ら
れ
ず
、
「
大
坂
本
願
寺
」
呼
称
が
使
わ
れ
た
と
す
る
研
究
を
再
検
討

し
、
大
坂
城
築
城
に
よ
る
高
石
垣
の
多
量
の
使
用
か
ら
「
石
山
城
」
呼
称
が
登
場

し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
と
展
望
」
で
は
、
各
部
ご
と
に
明
確
な
結
論
を
付
し
、
最
後
に

都
市
大
坂
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
　
二  

本
書
の
意
義
と
疑
問
点

　

本
書
は
、
長
年
に
わ
た
る
大
阪
市
内
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
文
献
史
学
か
ら
裏

付
け
、
あ
る
い
は
読
み
変
え
た
も
の
で
、
各
時
代
の
大
坂
及
び
そ
の
周
辺
都
市
の

空
間
構
造
や
都
市
間
交
通
な
ど
が
復
元
さ
れ
、
性
格
づ
け
さ
れ
た
現
在
の
到
達
点

を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
著
書
の
タ
イ
ト
ル
に
は
中
近
世
移
行
期
と
あ
る
が
、

論
証
し
て
い
る
時
代
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
長
期
に
亘
り
、
膨
大
な
文

献
や
考
古
学
や
歴
史
地
理
学
・
建
築
史
学
の
成
果
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
こ
れ
ら

を
学
び
取
る
こ
と
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
は
日
頃
か
ら
多
方
面
の
研

究
者
と
交
流
し
て
き
た
著
者
な
ら
で
は
の
業
績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

学
芸
員
は
、
次
か
ら
次
へ
と
展
示
テ
ー
マ
を
変
え
な
が
ら
研
究
す
る
の
が
宿
命

で
あ
り
、
著
者
も
大
阪
市
立
博
物
館
時
代
で
は
、
市
博
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
摂
河
泉

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
館
で
あ
っ
た
た
め
、
摂
河
泉
地
域
研
究
者
と
し
て
第

二
部
を
書
い
た
は
ず
で
あ
る
。
大
阪
歴
史
博
物
館
に
な
る
と
、
上
町
台
地
を
中
心

と
す
る
地
域
が
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
り
、
大
坂
を
テ
ー
マ
の
中
心
に
置
く
研
究
者
と

な
っ
た
。
本
書
は
、
二
つ
の
博
物
館
の
研
究
成
果
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
主
題
と
な
る
「
大
坂
」
の
定
義
に
つ
い

て
、
著
者
は
序
章
注
に
お
い
て
「
あ
つ
か
う
時
代
の
用
語
に
沿
っ
て
「
大
坂
」
を

使
用
す
る
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
そ
の
主
た
る
対
象
は
、
蓮
如
が
開
創
し
た

大
坂
御
坊
寺
内
町
や
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
、
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
限
定
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
坂
の
個
別
都
市
研
究
と
し
て
渡
辺
・
四
天
王
寺
・
平

野
・
大
坂
寺
内
町
を
挙
げ
お
り
、
「
大
坂
」
が
何
を
指
す
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
。
こ
れ
ら
の
都
市
は
、
後
に
豊
臣
大
坂
城
下
町
に
組
み
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
移

動
さ
せ
ら
れ
た
都
市
に
該
当
す
る
。
「
大
坂
」
は
、
豊
臣
期
大
坂
城
下
町
を
祖
型

と
し
て
そ
れ
か
ら
時
間
を
遡
っ
て
概
念
化
し
た
も
の
か
判
断
に
迷
う
。
あ
る
い
は

「
一
般
表
現
で
「
大
坂
」
を
用
い
る
」
と
す
る
「
大
坂
」
＝
大
阪
市
な
の
か
。

　

こ
れ
と
は
別
に
上
町
台
地
上
に
あ
る
住
吉
の
扱
い
が
な
か
っ
た
こ
と
も
気
に

な
っ
た
。
河
内
国
石
川
郡
観
心
寺
は
畠
山
政
長
か
ら
判
物
を
得
る
た
め
に
行
動

し
た
場
所
を
見
る
と
、
若
江
・
古
市
・
京
・
堺
・
住
吉
で
あ
っ
た
（
拙
著
『
畿
内
戦

国
期
守
護
と
地
域
社
会
』
）
。
『
蔗
軒
日
録
』
で
も
畠
山
義
就
と
住
吉
住
民
と
の
関
係

は
深
い
。
河
内
か
ら
み
る
と
、
住
吉
は
重
要
な
都
市
と
考
え
る
の
だ
が
如
何
だ
ろ

う
か
。

　

次
に
政
治
史
を
専
門
と
す
る
評
者
と
し
て
は
、
政
治
史
的
に
本
書
を
読
む
と
、

も
う
少
し
深
掘
り
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
感
想
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
草
野

顕
之
（
「
北
陸
に
お
け
る
本
願
寺
一
家
衆
の
動
向
」
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
）
は
、

加
賀
本
泉
寺
が
「
田
舎
の
本
寺
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
北
陸
教
団
の
中
心
で
あ

り
、
本
願
寺
に
替
り
う
る
力
を
持
つ
寺
院
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
す
く
な
く
と
も
永
正
十
六
年
の
一
門
一
家
制
ま
で
は
本
願
寺
の
地
域
編
成

は
、
一
律
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
御
坊
の
場
合
、
河
内
錯
乱
、

大
坂
一
乱
で
ま
さ
し
く
本
願
寺
に
替
る
べ
く
摂
河
坊
主
・
門
徒
が
動
い
た
。
本
願

寺
教
団
は
、
複
数
の
地
域
教
団
の
集
合
体
と
し
て
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
に
つ
い
て
著
者
は
寺
院
・
坊
主
・
門
徒
は
地
域
社
会
の
論
理
と
教
団
の
論
理

の
狭
間
に
あ
る
と
す
る
が
、
大
坂
御
坊
自
身
の
「
教
団
の
論
理
」
も
本
願
寺
と
は

違
う
の
で
あ
る
。
永
正
二
年
と
推
定
さ
れ
る
九
月
十
日
付
蓮
淳
書
状
（
『
武
州
文

書
』
）
に
「
此
間
細
川
家
中
、
同
両
畠
山
取
合
、
大
篇
可
及
合
戦
候
、
（
中
略
）
大

坂
殿
万
一
三
好
得
勝
利
候
者
笑
止
と
案
入
候
、
畠
山
よ
く
候
ハ
バ
安
堵
候
」
と
あ

り
、
河
内
錯
乱
期
に
近
江
に
い
た
蓮
淳
が
大
坂
殿
実
賢
の
政
治
活
動
を
批
判
し
た

部
分
を
引
用
し
た
。
こ
れ
は
北
西
弘
（
『
一
向
一
揆
の
研
究
』
）
に
よ
っ
て
永
正
十
七

年
に
比
定
さ
れ
た
が
「
大
坂
殿
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
は
実
賢
し
か
お
ら
ず
、
永
正

二
年
に
間
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
大
坂
殿
実
賢
は
山
科
本
願
寺
と
は
全

く
別
の
政
治
勢
力
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
大
坂
時
代
の
蓮
如
も
細

川
政
元
一
辺
倒
で
は
な
く
、
大
坂
に
お
い
て
は
畠
山
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
に

違
い
な
い
。
「
大
坂
」
形
成
史
を
考
え
る
上
で
、
大
坂
へ
の
摂
河
坊
主
門
徒
の
結

集
だ
け
で
は
な
く
、
大
坂
で
の
蓮
如
及
び
実
賢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
政
治

状
況
を
受
け
入
れ
て
い
た
か
は
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
は
、
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
の
問
題
と
も
通
じ
る
。
大
坂
御
坊
体
制
か
ら
大

坂
本
願
寺
体
制
へ
の
転
換
時
に
大
坂
六
人
坊
主
の
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
は
、
草
野

顕
之
の
研
究
（
『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』
）
な
ど
で
明
ら
か
だ
が
、
著
者
が

問
題
と
す
る
大
坂
の
「
十
六
人
番
匠
」
と
い
う
直
参
的
な
身
分
を
有
す
る
職
人
集

団
も
、
大
坂
御
坊
体
制
時
代
の
存
在
で
あ
る
。
彼
ら
の
特
権
が
否
定
さ
れ
た
の

は
、
体
制
の
転
換
期
と
み
る
と
、
「
町
」
側
の
論
理
だ
け
で
な
く
、
別
の
評
価
も

必
要
に
思
う
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
寺
内
直
参
衆
」
十
人
が
北
町
な
ど
に

大
き
く
偏
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
か
ら
の
移
入
者

と
想
定
す
る
と
、
特
定
の
町
に
偏
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
大
坂
御
坊
体
制

か
ら
大
坂
本
願
寺
寺
内
町
へ
の
変
化
は
、
従
来
の
摂
河
教
団
的
性
格
に
全
国
の
教

団
を
束
ね
る
本
願
寺
の
中
心
地
へ
と
、
二
重
の
性
格
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
大
坂
御
坊
時
代
の
特
権
集
団
の
否
定
や
「
町
」
と
い
う
地
縁
集
団
の

台
頭
と
い
う
結
論
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
つ
の
性
格
の
併
存
に
つ
い
て
も
考
え
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
初
期
の
豊
臣
大
坂
城
が
羽
柴
秀
吉
と
い
う
摂
河
大
名
の
居

城
で
あ
る
こ
と
と
、
全
国
政
権
の
居
城
で
あ
る
こ
と
の
二
重
の
意
味
を
考
え
る
こ

と
と
同
じ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
文
期
の
大
坂
本
願
寺
周
辺
に
は
、
細
川
藤
賢
の
堀
城
（
中
島
城
）
、
三

好
宗
三
の
榎
並
城
、
江
口
城
な
ど
の
城
郭
が
あ
っ
た
。
元
亀
元
年
の
信
長
の
大
坂

攻
め
で
も
藤
賢
は
堀
城
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
坂
と
こ
れ
ら
の
城
と
の

関
係
も
問
題
と
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
更
に
は
、
豊
臣
大
坂
城
が
武
家
政
権

の
城
で
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
あ
っ
た
地
域
政
権
の
居
城
高
屋
城
や
八
尾
城

な
ど
の
城
と
の
関
係
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
一
部
及
び
第
三
部
で
重
要
視
さ
れ
た
「
浜
道
」

が
上
町
台
地
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
道
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き

た
。
と
こ
ろ
が
、
「
浜
道
」
と
そ
の
西
側
に
続
く
と
す
る
「
紀
州
街
道
」
を
問
題

と
す
る
と
き
、
著
者
は
「
河
内
御
陣
図
」
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
史
料
は
、

従
来
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
一
時
期
閲
覧
が
で
き
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
『
八
尾
市
史
』
古
代
・
中
世
資
料
編
が
刊
行
さ

れ
、
カ
ラ
ー
図
版
で
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
わ
か
っ
た
こ
と

は
、
御
陣
図
は
、
墨
線
と
朱
線
に
よ
っ
て
描
き
分
け
ら
れ
、
墨
線
が
河
川
、
朱
線

が
街
道
を
表
し
て
い
た
。
著
者
が
い
う
「
紀
州
街
道
」
は
、
墨
線
に
当
た
り
、
ど

う
や
ら
海
岸
線
を
描
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
大
村
拓
生
と
の
論
争
が
あ
る
と
こ

ろ
な
の
で
、
も
う
一
度
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

以
上
、
誤
読
誤
解
が
あ
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
、
つ
た
な
い
書
評
を
終
え

た
い
。
最
後
に
私
的
な
こ
と
だ
が
、
著
者
は
評
者
よ
り
年
齢
は
若
い
が
学
芸
員
と

し
て
の
先
輩
で
あ
り
、
調
査
研
究
の
上
で
常
に
指
導
い
た
だ
き
、
学
芸
員
と
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
は
大
阪
を
代
表
す
る
博
物
館
館
長

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
多
様
な
研
究
活
動
を
さ
ら
に
発
展
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
尾
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）
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